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戦
争
す
る
国･

構
造
改
革
に
待
っ
た

　

県労連　田口委員長

　

県
労
連
役
員
一
同
、
新
し

い
年
も
運
動
の
前
進
の
た
め

に
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

執
行
委
員
長　
　

田
口
朝
光

副
執
行
委
員
長　

中
根
豊
作

副
執
行
委
員
長　

樫
原
正
彦

副
執
行
委
員
長　

畑
山
佳
代

副
執
行
委
員
長　

筒
井
敬
二

副
執
行
委
員
長　

橋
詰
雅
彦

副
執
行
委
員
長　

前
田　

研

書
記
長　
　
　
　

牧　

耕
生

書
記
次
長　
　
　

金
子
竜
太

書
記
次
長　
　
　

中
岡
健
太

執
行
委
員　
　
　

八
木
敬
三
郎

執
行
委
員　
　
　

小
松
貴
徳

執
行
委
員　
　
　

上
村
隆
敏

執
行
委
員　
　
　

谷
内
康
浩

執
行
委
員　
　
　

竹
村
友
子

執
行
委
員　
　
　

牧
田　

寛

執
行
委
員　
　
　

山
本
浩
史

執
行
委
員　
　
　

高
月
陽
生

執
行
委
員　
　
　

山
崎
正
人

執
行
委
員　
　
　

筒
井
典
子

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

安
倍
政
権
打
倒
で
賃
上
げ
春
闘
に

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
加
盟
組
合
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
関
係
団
体
の
み
な
さ
ん
の
県
労

連
運
動
への
ご
協
力
に
感
謝
を
し
、
こ
の

一
年
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
良
い
年
に
し
よ

う
と
役
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
が
自
民
党
、
公
明

党
に
よ
っ
て
強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
法
律
の
ね
ら
い
は
、
ア
メ
リ
カ
と

一
緒
に
戦
争
を
す
る
国
に
す
る
こ
と
で

あ
り
、
も
う
一
つ
の
危
険
な
ね
ら
い
は

そ
れ
を
支
持
す
る
国
民
作
り
に
あ
り
ま

す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
提
供
す
る
軍
事
情
報
の
管

理
は
表
の
顔
で
す
。
裏
の
顔
は
国
に
よ
る

情
報
隠
し
と
国
民
監
視
。
そ
の
た
め
の

報
道
機
関
の
規
制
で
す
。

　
解
釈
改
憲
は
立
法
改
憲
で
あ
り
、
法

律
な
ど
で
憲
法
九
条
を
な
し
崩
し
に
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
共
謀
罪
の
新

設
、
安
全
保
障
基
本
法
等
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
「悪
法
は
所
詮
悪
法
」、
そ
の
毒
を
抜

く
に
は
廃
止
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
日
本
の
将
来
、
日
本
の
民

主
主
義
に
悲
観
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
間
の
廃
案
の
運
動
に
報
道
、
法

律
、
演
劇
、
映
画
、
大
学
関
係
者
、

そ
し
て
多
く
の
国
民
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
原
発
ゼ
ロ
や
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

の
運
動
が
こ
の
運
動
と
結
び
つ
い
て
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
示
さ
れ
た
も
の
は
国
民
の
民
主

主
義
を
求
め
る
欲
求
と
自
由
を
求
め
る

思
い
の
強
さ
で
す
。

　
国
民
は
弱
く
も
な
い
し
、
バ
カ
で
も
な

い
。
一
旦
、
選
挙
で
自
民
党
、
公
明
党

に
投
票
し
た
人
も
白
紙
委
任
し
た
訳
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
安
倍
内
閣
の
強
み
で

あ
る
と
同
時
に
弱
み
で
も
あ
り
ま
す
。

幻
想
や
期
待
の
間
は
強
み
で
す
が
、
現

実
に
な
れ
ば
弱
み
に
転
嫁
し
ま
す
。

一
四
春
闘
は
、
私
た
ち
が
従
来
主

張
し
て
き
た

「賃
上
げ
で
真
の
景
気
回

復
を
！
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
」
の
要

求
が
輝
く
春
闘
で
す
。

一
点
共
闘
を
民
主
主
義
と
生
活
を

守
れ
の
運
動
に
つ
な
げ
、
安
倍
内
閣
打

倒
の
国
民
世
論
を
作
る
春
闘
で
す
。
賃

上
げ
は
そ
れ
を
励
ま
す
も
の
で
す
。

日
本
の
民
主
主
義
を
守
る
心
躍
る
年

に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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五
月
　

第
８
４
回
メ
ー
デ
ー

一
月
　

県
労
連
旗
開
き

三
月
　

四
国
電
力
へ
の
要
請

三
月

業
界
団
体
と
の
懇
談
会

十
二
月

Ｎ
Ｏ
　
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
　
え
ひ
め

幅
広
い
共
同
が
広
が
っ
た
一
年

　

昨
年
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
伊
方
原
発
の
再
稼
働
、
オ

ス
プ
レ
イ
で
の
防
災
訓
練
、
消
費
税
増
税
増
税
許
す
な
等
の
課

題
で
幅
広
い
共
同
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
県
労
連
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
食
健
連
や
生
公
連
な
ど
の
運

動
も
活
発
に
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
繋
が
り
を
通
じ
て
、
今
年
は
県
労
連
の
運
動
を
も
う

一
歩
大
き
く
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

五
月

第
１
次
最
賃
デ
ー

十
一
月

輝
け
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン

三
月

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
早
朝
宣
伝

五
月

高
知
食
健
連
が
宣
伝
行
動

九
月
　

就
学
キ
ャ
ラ
バ
ン

十
月

オ
ス
プ
レ
イ
防
災
訓
練
反
対

十
月

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
支
援
集
会

十
二
月

特
定
秘
密
保
護
法
反
対
集
会
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特別企画 ２０１３年を振り返る２０１４年新年号

十
月
　

第
２
４
回
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン

八
月
　

最
賃
審
議
会
で
意
見
陳
述

三
月
　

原
発
ゼ
ロ
！
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ

る
な
高
知
集
会

四
月

憲
法
９
条
号
を
走
ら
せ
る
！

五
月

平
和
行
進
が
高
知
市
入
り

九
月
　

県
労
連･

い
の
健

「ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
撲
滅
要
請

十
一
月

特
定
秘
密
保
護
法
反
対

６
者
声
明
を
発
表

三
月

重
税
反
対
統
一
行
動

十
二
月

く
ら
し
あ
っ
た
か
村

十
二
月

な
く
せ
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
２
月
５
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時事川柳を募集中！

　

１
５
７
号
の
答
え
は
「
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
春
闘
正
念
場

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（牧
師
）

　
　
　

藤
田　

千
春　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

山
本　

朱
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
全
労
働
）

井
口　

佐
奈
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

○夫が12月1日の 「ＮＯ ＮＵＫＥＳ えひめ」 に参加し

ます。 再稼働の1番手にされようとしている伊方原発。

もう悲しいできごとを、 くり返したくありません。 四万十

町職労（Ｓ･Ｉ）

○早いもので師走です。日々追われる生活を送ってい

るので、 1年があっという間に過ぎ去っていきます。 温

泉にでも行って日頃の疲れをきれい、さっぱり流したい

です。 全労働 （Ａ･Ｙ）

言
う
こ
と
が
二
転
三
転
森
大
臣

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

○日の暮れが早くなり、犬の散歩にもヘッドライトを使わなければならなくな

りました。 食後の一時、 我が家では5才の孫と坊主めくりにはまっていま

す。 香美市職労 （Ｙ･Ｙ）

○2012年5月、 韓国ソウル市で非正規職員1,133人を正規職に転換し

たそうです。 お隣の国では正規転換が進んでいるのに･･･全労働（Ｔ･Ｋ）

【ヨコのカギ】 ①

地○○、活断○

○　③――は豹

変す　⑤世の中

――で何ともなら

ぬ　⑦○○がな

ければ帰れ　⑧

○ 「戦争が始まるかもしれん。」 12月に入ったばかりの

夜、テレビを見ていて呟いた83歳の母の一言です。「特

定秘密保護法」は絶対に阻止しなければいけません！

土佐町職労 （Ｃ･Ｆ）

○特定秘密保護法、 強行採決!!（11月26日） 党利党略ミエミエ。 戦前の

治安維持法に通ずるものがあるのでは。 とかく公務員は住みにくい。 高

教組 （Ｈ･Ｏ）

　

今
年
の
年
男･

年
女
は
高
知
自
治
労
連（
本
山
町
職

労
）
の
川
村
憲
嗣
さ
ん
で
す
。
今
年
の
決
意
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
②
生
き
る
こ
と
の
苦
し
い
世
　
③

色
即
是
○
○
　
④
麻
薬
―
―
で
逮

捕
　
⑥
―
―
端
麗
　
⑧
―
―
す
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る
　
⑨
ま
ん
が

日
本
―
―
話
　
⑪
―
―
大
敵
　
⑬

ウ
ー
ロ
ン
○
○
、
煎
○
○
　
⑮
○

○
を
聞
い
て
十
を
知
る

医者も○○を投

げる　⑩今が

――の新鮮な魚

　⑫負けるが○

○　⑭難局を

――する　⑯セピ

ア色の昔の――

戦
争
へ
ス
ス
メ
ス
ス
メ
と
ラ
ッ
パ
鳴
る

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

歩
を
止
め
る
民
の
矜
持
の
平
和
か
な

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

　
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
１
２
月
に
県

労
連
青
年
部
の
大

会
で
書
記
長
に
就

任
し
た
て
で
す
が
、
青
年
部
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
社
会
情
勢
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
、
し
か
し
労

働
者
ど
お
し
で
少
し
で
も
明
る
い
話
題
で
盛
り
上
が
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
！

 

　
個
人
と
し
て
は
、
今
年
を
思
い
出
に
な
る
年
に
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
ウ
マ
年
な
の
で
駆
け
て
駆
け
て
駆
け
ま

く
っ
て
、
忘
新
年
会
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
数
年
間
で

た
っ
ぷ
り
と
蓄
積
し
た

「モ
ノ
」
を
脱
ぎ
捨
て
、
「ウ
マ

の
よ
う
な
体
に
な
り
た
い
！
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

新年の抱負

き
ょ
う
じ

「年男･年女」

本山町職労　川村憲嗣さん

許
さ
な
い
資
本
優
遇
ウ
マ
い
汁

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（牧
師
）




